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複素平面上の集合Eと有理関数の族Fがあって，任意の f ∈ Fに対して f(E) = Eである
とき，EをF の不変集合と呼ぶことにする．本講演では，F が一次分数変換全体 PSL(2, C)
の離散部分群G，すなわちクライン群である場合や，一つの有理関数 R(z)の反復合成全体
{Rn | n ∈ N}の場合を考える．また、Eとしてはクライン群Gの極限集合 ΛG，不連続領域
ΩG．有理関数Rに対しては，Rのジュリア集合 J(R)，ファトウ集合 F (R)を考える．
F の不変集合Eは任意の f ∈ F の作用で不変であるから，Eの形状はF の性質によって

規定されるはずである．実際，多くの場合，Eはある種の対称性，自己相似性を持った複雑
な形状である．ここでは特に，F の力学系的性質がEの解析的，函数論的性質にどのように
反映するのかを考察したい．
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